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(57)【要約】
【課題】本発明は、誰に対しても直感的に理解し易く、
操作性の高い目的地の検索結果を表示できるようにする
。
【解決手段】本発明は、大分類ジャンル軸及びＰＯＩカ
ード表示軸に基づいて２次元的に構成された基本フレー
ムを生成し、基本フレームの大分類ジャンル軸及びＰＯ
Ｉカード表示軸に沿いながら、検索結果のＰＯＩタイト
ルを記載した複数のＰＯＩカードＣＤがドミノ状に立体
配置されたかのように見える検索結果画面Ｇ１を生成し
、これを所定の表示角度でＬＣＤ９に表示させるように
する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検索項目軸及び検索結果表示軸に基づいて２次元的に構成された基本フレームを生成す
る基本フレーム生成部と、
　上記基本フレームの上記検索項目軸及び上記検索結果表示軸に沿って、検索結果のタイ
トルを記載した複数の検索結果カードがドミノ状に立体配置されたかのように見える３次
元検索結果一覧表画像を生成する３次元検索結果一覧表画像生成部と、
　上記３次元検索結果一覧表画像を所定の表示角度で所定の表示部へ出力することにより
当該３次元検索結果一覧表画像を上記表示角度で表示させる制御部と
　を具えることを特徴とするナビゲーション装置。
【請求項２】
　上記ナビゲーション装置は、
　上記検索項目軸に沿って、複数の検索項目をそれぞれ示す絵柄でなる複数の検索項目マ
ークが２次元的に配置された検索項目マーク画像を生成する検索項目マーク画像生成部と
　を具え、
　上記制御部は、上記検索項目マーク画像に対して上記３次元検索結果一覧表画像を重ね
た状態で上記表示部へ出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載のナビゲーション装置。
【請求項３】
　上記制御部は、上記複数の検索結果カードのうち、現在フォーカスされている選択中の
選択検索結果カードに対して他の未選択検索結果カードよりも上方へ飛び出すような表示
効果を与える
　ことを特徴とする請求項２に記載のナビゲーション装置。
【請求項４】
　上記制御部は、上記表示効果として、上記選択検索結果カードに対して上方へ飛び出す
ことに加えて、その表示サイズを拡大する
　ことを特徴とする請求項３に記載のナビゲーション装置。
【請求項５】
　上記制御部は、上記選択検索結果カードを上記他の未選択検索結果カードへ切り換える
ための入力操作が行われたことを認識したとき、上記複数の検索結果カードを移動させる
と共に、次に切り換えられた上記選択検索結果カードに対して上記表示効果を与えるよう
な動きを伴うアニメーション表示を行う
　ことを特徴とする請求項４に記載のナビゲーション装置。
【請求項６】
　検索項目軸及び検索結果表示軸に基づいて２次元的に構成された基本フレームを基本フ
レーム生成部によって生成する基本フレーム生成ステップと、
　上記基本フレームの上記検索項目軸及び上記検索結果表示軸に沿いながら、３次元検索
結果一覧表画像生成部によって検索結果のタイトルを記載した複数の検索結果カードがド
ミノ状に立体配置されたかのように見える３次元検索結果一覧表画像を生成する３次元検
索結果一覧表画像生成ステップと、
　上記３次元検索結果一覧表画像を制御部によって所定の表示角度で所定の表示部へ出力
することにより当該３次元検索結果一覧表画像を表示させる表示制御ステップと
　を有することを特徴とする検索結果表示方法。
【請求項７】
　検索項目軸及び検索結果表示軸に基づいて２次元的に構成された基本フレームを生成す
る基本フレーム生成ステップと、
　上記基本フレームの上記検索項目軸及び上記検索結果表示軸に沿いながら、検索結果の
タイトルを記載した複数の検索結果カードがドミノ状に立体配置されたかのように見える
３次元検索結果一覧表画像を生成し、これを所定の表示角度で所定の表示部へ出力するこ
とにより当該３次元検索結果一覧表画像を表示させる３次元検索結果一覧表画像生成ステ
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ップと
　を有することを特徴とするグラフィカルユーザインタフェース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ナビゲーション装置、検索結果表示方法及びグラフィカルユーザインタフェ
ースに関し、例えばカーナビゲーション装置に適用して好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、カーナビゲーション装置としては、ユーザの所望する目的地等の位置情報を検索
し、その検索結果をモニタに表示するようになされている。これらの位置情報は、一般的
にＰＯＩ(Point Of Interest)と呼ばれ、個々のＰＯＩを構成する要素としては、名称、
緯度経度、住所、ジャンル、電話番号、ＵＲＬ(Uniform Resource Locator)等が挙げられ
る。
【０００３】
　カーナビゲーション装置では、ＰＯＩを検索する際、ユーザによって入力された具体的
な名称等に基づいて個別のＰＯＩを探して表示する場合と、現在位置や任意に指定された
地点に対する最寄りの範囲で条件に合致する全てのＰＯＩを、図１に示すようなリスト形
式の検索結果画面ＬＧによりリストアップ表示する場合とがある。
【０００４】
　一方、カーナビゲーション装置としては、所定の３次元仮想立体内に全てのメニュー項
目の少なくとも一部分が視認できるように重なり具合を考慮して配置するようになされた
メニュー画面を表示するようなものがある（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開2006-293997公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで上述した引用文献１に記載のカーナビゲーション装置においては、メニュー項
目の一部だけしか視認できないため、前のメニュー項目によって隠れている他の部分に対
する情報についてはユーザに対して瞬時に認識させることが出来ず、複数の検索結果を一
度に全てユーザに認識させることが困難であり、その使い勝手としても不十分であるとい
う問題があった。
【０００６】
　本発明は以上の点を考慮してなされたもので、誰に対しても直感的に理解し易く、操作
性の高い検索結果を表示し得るナビゲーション装置、検索結果表示方法及びグラフィカル
ユーザインタフェースを提案しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　かかる課題を解決するため本発明のナビゲーション装置及び検索結果表示方法において
は、検索項目軸及び検索結果表示軸に基づいて２次元的に構成された基本フレームを生成
し、基本フレームの検索項目軸及び検索結果表示軸に沿いながら、検索結果のタイトルを
記載した複数の検索結果カードがドミノ状に立体配置されたかのように見える３次元検索
結果一覧表画像を生成し、３次元検索結果一覧表画像を所定の表示角度で所定の表示部へ
出力することにより当該３次元検索結果一覧表画像を表示させるようにする。
【０００８】
　これにより、基本フレームの検索項目軸及び検索結果表示軸に沿いながら、検索結果の
タイトルを記載した複数の検索結果カードがドミノ状に立体配置されたかのように見える
情報量の多い３次元検索結果一覧表画像を所定の表示角度で提示することができるので、
ユーザに対して全ての検索結果カードのタイトルを目視確認させながら、ユーザに対して
直感的に理解し易く操作性の高い検索結果を提供することができる。
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【０００９】
　また本発明においては、検索項目軸及び検索結果表示軸に基づいて２次元的に構成され
た基本フレームを生成し、基本フレームの検索項目軸及び検索結果表示軸に沿いながら、
検索結果のタイトルを記載した複数の検索結果カードがドミノ状に立体配置されたかのよ
うに見える３次元検索結果一覧表画像を生成し、これを所定の表示角度で所定の表示部へ
出力することにより当該３次元検索結果一覧表画像を表示させるようにする。
【００１０】
　これにより、基本フレームの検索項目軸及び検索結果表示軸に沿いながら、検索結果の
タイトルを記載した複数の検索結果カードがドミノ状に立体配置されたかのように見える
情報量の多い３次元検索結果一覧表画像を所定の表示角度で提示することができるので、
ユーザに対して全ての検索結果カードのタイトルを目視確認させながら、ユーザに対して
直感的に理解し易く操作性の高い検索結果を提供することができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、基本フレームの検索項目軸及び検索結果表示軸に沿いながら、検索結
果のタイトルを記載した複数の検索結果カードがドミノ状に立体配置されたかのように見
える情報量の多い３次元検索結果一覧表画像を提示することにより、ユーザに対して直感
的に理解し易く操作性の高い検索結果を所定の表示角度で提示することができるので、ユ
ーザに対して全ての検索結果カードのタイトルを目視確認させながら、ユーザに対して直
感的に理解し易く操作性の高い検索結果を提供することができ、かくして誰に対しても直
感的に理解し易く、操作性の高い検索結果を表示し得るナビゲーション装置、検索結果表
示方法及びグラフィカルユーザインタフェースを実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面について、本発明の一実施の形態を詳述する。
【００１３】
（１）ＰＮＤの全体外観構成
　図２において、１は全体として本発明のポータブルナビゲーションデバイス（以下、こ
れをＰＮＤと呼ぶ。）を示し、４．８型の液晶ディスプレイが搭載された表示部２を有し
、当該表示部２に対して地図、現在位置アイコン及び目的地までの走行経路等を提示する
ようになされている。
【００１４】
　またＰＮＤ１は、車両のダッシュボード上に吸盤３Ａを介して取付けられたクレードル
３によって当該ＰＮＤ１が保持されると共に、当該ＰＮＤ１とクレードル３とが電気的に
接続されるようになされている。
【００１５】
　これによりＰＮＤ１は、クレードル３を介して車両のバッテリーから供給される電力に
より動作すると共に、当該クレードル３から取り外されたときには内蔵のバッテリーから
供給される電力によって独立した状態でも動作するようになされている。
【００１６】
（２）ＰＮＤの回路構成
　図３に示すようにＰＮＤ１は、ＣＰＵ(Central Processing Unit)２がハードディスク
ドライブ５により読み出してＲＡＭ(Random Access Memory)６に起動した基本プログラム
に従って全体を統括制御するようになされている。
【００１７】
　またＰＮＤ１は、ＣＰＵ２が当該ハードディスクドライブ５により読み出してＲＡＭ６
に起動した各種アプリケーションプログラムに従って種々の機能を実現し得るようになさ
れている。
【００１８】
　このＰＮＤ１では、ＧＰＳアンテナＡＮＴによって受信した複数のＧＰＳ衛星からの衛
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星信号Ｓ１をＧＰＳモジュール４へ送出する。ＧＰＳモジュール４は、複数の衛星信号Ｓ
１をそれぞれ復調することにより得られる軌道データと、複数のＧＰＳ衛星から車両まで
の距離データとに基づいて車両の現在位置を正確に測位することにより現在位置データＳ
２を得、これをＣＰＵ２へ送出する。
【００１９】
　ＣＰＵ２は、現在位置データＳ２を基に車両の現在位置を含む周辺の地図データをハー
ドディスクドライブ５から読み出し、その現在位置を含む地図画面をＧＰＵ３によって描
画させた後、マルチプレクサ７を介してＬＣＤ(Liquid Crystal Display)９へ出力するこ
とにより当該地図画面を表示するようになされている。
【００２０】
　ところでＰＮＤ１は、リモートコントローラ（以下、これをリモコンと呼ぶ）ＲＣの「
行き先」ボタンが押下操作されたことに応じて送信される目的地検索命令Ｓ３を赤外線イ
ンタフェース１０によって受け取ると、その目的地検索命令Ｓ３をＣＰＵ２へ伝達する。
【００２１】
　ＣＰＵ２は、目的地検索命令Ｓ３に従って、検索項目として用いられる大分類のジャン
ル（以下、これを大分類ジャンルと呼ぶ）毎に区分けされたＰＯＩが目的地候補として複
数並べられた検索結果画面（後述する）を作成するための検索準備を行う。
【００２２】
　ＧＰＵ３は、ＣＰＵ２によって行われた検索準備の内容に基づいて所定の検索結果画面
を描画し、それをマルチプレクサ７へ送出する。
【００２３】
　マルチプレクサ７は、ナビゲーション動作へ進むためのメニュー画面や、ＧＰＵ３によ
って描画された地図画面に対して、上述の検索結果画面を重ねることにより出力画面を生
成し、それをＬＣＤ９へ出力するようになされている。
【００２４】
（３）検索結果画面の構造
　次に、このＰＮＤ１が作成してＬＣＤ９へ表示させる３次元検索結果一覧表画像として
の検索結果画面の構造について詳述する。
【００２５】
　図４に示すように、ＬＣＤ９に表示される検索結果画面Ｇ１では、横軸に、複数種類の
大分類ジャンルが並べられた大分類ジャンル軸（Ｘ軸）、縦軸に、複数の検索結果である
ＰＯＩカードＣＤが車両の現在位置から近い順に並べられたＰＯＩカード表示軸（Ｙ軸）
を有する基本フレームを持つ。
【００２６】
　そして検索結果画面Ｇ１は、この基本フレームに対して、検索対象のＰＯＩ(Point Of 
Interest)単位で当該ＰＯＩの名称が記載された複数のＰＯＩカードＣＤが検索項目軸と
しての大分類ジャンル軸（Ｘ軸）及び検索結果表示軸としてのＰＯＩカード表示軸（Ｙ軸
）に沿って並べられ、斜め上方から全体を見渡せるような角度で表示されている。
【００２７】
　検索結果画面Ｇ１では、ＰＯＩカード表示軸（Ｙ軸）に沿って並べられた所定長さでな
る複数の区切枠ＫＷによって大分類ジャンル軸（Ｘ軸）の大分類ジャンルを区切るように
なされている。
【００２８】
　また検索結果画面Ｇ１では、ＰＯＩカードＣＤを手前側から奥側へ指定地点（例えば、
車両の現在位置）から近い順に並べるための目安として当該区切枠ＫＷが用いられ、区切
枠ＫＷがＰＯＩカードＣＤの幅間隔毎に並べられている。
【００２９】
　ここで大分類ジャンル軸（Ｘ軸）に対して並べられる大分類ジャンルとは、ユーザが目
的地を検索する際の目安となるキーワードによって分類された検索項目であり、その大分
類ジャンル毎のＰＯＩカードＣＤがＰＯＩカード表示軸（Ｙ軸）に沿って複数並べられて
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いる。
【００３０】
　この検索結果画面Ｇ１では、このような大分類ジャンルを示す例えば大分類ジャンルア
イコンＢＪＡ６が表示されるようになされている。例えば図５に示すように、大分類ジャ
ンルアイコンＢＪＡ１は「飲食店」の大分類ジャンルを意味し、大分類ジャンルアイコン
ＢＪＡ２は「アミューズメント施設」の大分類ジャンルを意味する。
【００３１】
　また、大分類ジャンルアイコンＢＪＡ３は「ショッピング施設」の大分類ジャンルを意
味し、大分類ジャンルアイコンＢＪＡ４は「交通機関」の大分類ジャンルを意味し、大分
類ジャンルアイコンＢＪＡ５は「宿泊施設」の大分類ジャンルを意味し、大分類ジャンル
アイコンＢＪＡ６は「景勝地・観光名所」の大分類ジャンルを意味する。
【００３２】
　さらに大分類ジャンルアイコンＢＪＡ７は「公共施設」の大分類ジャンルを意味し、大
分類ジャンルアイコンＢＪＡ８は、これまで目的地として設定された過去の履歴を示す「
履歴」の大分類ジャンルを意味し、大分類ジャンルアイコンＢＪＡ９はユーザ自身の好み
によって設定した目的地を示す「お気に入り」の大分類ジャンルを意味する。
【００３３】
　この場合の検索結果画面Ｇ１（図４）では、大分類ジャンル軸（Ｘ軸）の左側から、「
ショッピング施設」の大分類ジャンル、「アミューズメント施設」の大分類ジャンル、「
景勝地・観光名所」の大分類ジャンル、「宿泊施設」の大分類ジャンル、「交通機関」の
大分類ジャンルに分けられている。
【００３４】
　実際上、検索結果画面Ｇ１では、「景勝地・観光名所」の大分類ジャンルを示す大分類
ジャンルアイコンＢＪＡ６がほぼ中央に目視確認できる状態で表示されているものの、「
ショッピング施設」の大分類ジャンルを示す大分類ジャンルアイコンＢＪＡ３、「アミュ
ーズメント施設」の大分類ジャンルを示す大分類ジャンルアイコンＢＪＡ２、「宿泊施設
」の大分類ジャンルを示す大分類ジャンルアイコンＢＪＡ５、「交通機関」の大分類ジャ
ンルを示す大分類ジャンルアイコンＢＪＡ４については、ＰＯＩカードＣＤの下方にあっ
て、この状態では目視確認できる状態にはない。
【００３５】
　ＰＯＩカードＣＤについては、矩形状でかつ、その全てが同一サイズで形成されている
が、ＰＯＩカード表示軸（Ｙ軸）方向に対して互いに所定の間隔を持った状態すなわちド
ミノ状に配列されている。
【００３６】
　なお検索結果画面Ｇ１では、指定地点（例えば車両の現在位置）から近い場所に存在す
るＰＯＩカードＣＤが手前側に配列され、指定地点（車両の現在位置）から遠い場所に存
在するＰＯＩカードＣＤが奥側に配列されている。
【００３７】
　但し、検索結果画面Ｇ１では、遠近法の表現手法が用いられているため、手前側から奥
側へ向かうに連れてＰＯＩカードＣＤのカード間隔が次第に狭くなるように配置されてい
る。
【００３８】
　つまり、検索結果画面Ｇ１では、手前側から奥側へ向かうに連れてＰＯＩカードＣＤの
カード間隔が次第に狭くなるように配置されているため、区切枠ＫＷについても手前側よ
り奥側へ進むに連れて小さく表示されている。
【００３９】
　ここで、ＰＯＩカードＣＤは、そのＰＯＩタイトル（例えば「棟方版画美術館」）がカ
ード上方に記載されている。これにより検索結果画面Ｇ１としては、斜め上方から全体を
見渡せるような角度で表示されたとき、全てのＰＯＩカードＣＤのＰＯＩタイトルをユー
ザに対して目視確認させ得るようになされている。
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【００４０】
　なお、検索結果画面Ｇ１では、ＰＯＩカードＣＤが半透明化された白色で構成されてい
るため、前にあるＰＯＩカードＣＤによって後ろのＰＯＩカードＣＤが見え難い状態であ
っても、半透明化された前のＰＯＩカードＣＤを介して常に後ろのＰＯＩカードＣＤのＰ
ＯＩタイトルをユーザに対して目視確認させ得るようになされている。
【００４１】
　またＰＯＩカードＣＤは、図６に示すように、その表面の右下部分にＰＯＩの中分類ジ
ャンルを示す例えば中分類ジャンルアイコンＭＪＡ１～ＭＪＡ１７が付されており、それ
によって当該ＰＯＩの中分類ジャンルを大まかに提示し得るようになされている。この中
分類ジャンルとは、大分類ジャンルの下位階層に位置する検索項目である。
【００４２】
　ここで中分類ジャンルアイコンＭＪＡ１は、「ファーストフード店」の中分類ジャンル
を意味し、中分類ジャンルアイコンＭＪＡ２は、「コンビニエンスストア」の中分類ジャ
ンルを意味し、中分類ジャンルアイコンＭＪＡ３は、「ドラッグストア」の中分類ジャン
ルを意味する。
【００４３】
　また、中分類ジャンルアイコンＭＪＡ４は、「ホームセンター」の中分類ジャンルを意
味し、中分類ジャンルアイコンＭＪＡ５は、「スーパーマーケット」の中分類ジャンルを
意味し、中分類ジャンルアイコンＭＪＡ６は、「ボーリング場」の中分類ジャンルを意味
する。
【００４４】
　さらに、中分類ジャンルアイコンＭＪＡ７は、「ゴルフ場」の中分類ジャンルを意味し
、中分類ジャンルアイコンＭＪＡ８は、「映画館」の中分類ジャンルを意味し、中分類ジ
ャンルアイコンＭＪＡ９は、「花の名所」の中分類ジャンルを意味し、中分類ジャンルア
イコンＭＪＡ１０は、「美術館」の中分類ジャンルを意味する。
【００４５】
　さらに、中分類ジャンルアイコンＭＪＡ１１は、「ビューポイント」の中分類ジャンル
を意味し、中分類ジャンルアイコンＭＪＡ１２は、「ホテル」の中分類ジャンルを意味し
、中分類ジャンルアイコンＭＪＡ１３は「ペンション」の中分類ジャンルを意味する。
【００４６】
　さらに、中分類ジャンルアイコンＭＪＡ１４は、「駐車場」の中分類ジャンルを意味し
、中分類ジャンルアイコンＭＪＡ１５は「ガソリンスタンド」の中分類ジャンルを意味し
、中分類ジャンルアイコンＭＪＡ１６は、「郵便局」の中分類ジャンルを意味し、中分類
ジャンルアイコンＭＪＡ１７は、「病院」の中分類ジャンルを意味する。
【００４７】
　なお、中分類ジャンルアイコンＭＪＡの種類としては、これらに限るものではなく、そ
の他種々の中分類ジャンルアイコンＭＪＡが存在するが、ここでは説明の便宜上省略する
。
【００４８】
　検索結果画面Ｇ１（図４）では、このような中分類ジャンルアイコンＭＪＡ１～ＭＪＡ
１７が付されたＰＯＩカードＣＤをドミノ状に配列した状態で一覧表示することにより、
ＰＯＩタイトル及び中分類ジャンルアイコンＭＪＡを介して、それがどのような内容のＰ
ＯＩであるかをユーザに対して容易に理解させ得るようになされている。
【００４９】
　さらに検索結果画面Ｇ１では、ほぼ中央に設定されたフォーカス位置に存在するＰＯＩ
カードＣＤを選択状態であると認定するようになされている。その際、検索結果画面Ｇ１
では、図７に示すように、そのフォーカスされたＰＯＩカードＣＤ（例えば「棟方版画美
術館」）については、当初よりも垂直上方へ所定距離だけ高い表示位置へ移動すると共に
所定倍率で拡大表示することにより、現在そのＰＯＩカードＣＤがフォーカスされた選択
状態にあることをユーザに対して容易に認識させ得るようになされている。
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【００５０】
　このとき検索結果画面Ｇ１では、現在フォーカスされたＰＯＩカードＣＤと対応した区
切枠ＫＷが、その奥側のＰＯＩカードＣＤと対応した区切枠ＫＷや、その手前側のＰＯＩ
カードＣＤと対応した区切枠ＫＷよりも長く伸びた状態に設定され、その区切枠ＫＷの長
さに合わせた間隔で前後のＰＯＩカードＣＤが配列されている。
【００５１】
　従って検索結果画面Ｇ１では、現在フォーカスされているＰＯＩカードＣＤに対する見
易さを向上しながら、当該ＰＯＩカードＣＤよりも奥側又は手前側に存在する複数のＰＯ
ＩカードＣＤについては、ＰＯＩカードＣＤ同士の重なり具合を増大させることにより、
１画面中に表示し得るＰＯＩカードＣＤの情報量を増加させ得るようになされている。
【００５２】
　また検索結果画面Ｇ１では、現在フォーカスされているＰＯＩカードＣＤに対する輝度
レベルを増減調整した状態で強調表示するようになされており、これにより、当該ＰＯＩ
カードＣＤだけが明るくなったり、暗くなったりするので、ユーザに対して何れのＰＯＩ
カードＣＤが現在選択されているのかを瞬時に認識させ得るようになされている。
【００５３】
　このようにＰＮＤ１のＣＰＵ２は、ＧＰＵ３を介して、フォーカスされたＰＯＩカード
ＣＤを他のＰＯＩカードＣＤよりも一段と高く飛び出させて拡大表示したり、当該ＰＯＩ
カードＣＤの輝度レベルを増減調整して強調表示するといったアニメーション表示を行う
ことにより、そのＰＯＩカードＣＤの動きを介して当該ＰＯＩカードＣＤが選択されてい
ることをユーザに対して瞬時かつ容易に認識させ得るようになされている。
【００５４】
　特に検索結果画面Ｇ１では、現在フォーカスされているＰＯＩカードＣＤを他に比べて
一段と高い表示位置に移動させている関係上、そのＰＯＩカードＣＤに対応した大分類ジ
ャンルアイコンＢＪＡ６が当該ＰＯＩカードＣＤによって隠蔽されることなくユーザに対
して容易に目視確認させ得るようになされている。
【００５５】
　因みに検索結果画面Ｇ１では、複数のＰＯＩカードＣＤを表示するだけではなく、現在
フォーカスされているＰＯＩカードＣＤに対応したＰＯＩの「ＰＯＩタイトル」及びその
ＰＯＩに関する「内容」等が含まれた詳細情報画面（図示せず）を、当該ＰＯＩカードＣ
Ｄとは異なる位置に表示するようにしても良い。
【００５６】
　実際上、ＰＮＤ１のＣＰＵ２は、図４、図７、図８及び図９に示すように、ユーザによ
るリモコンＲＣの上矢印ボタンに対する押下操作に応じて、ＧＰＵ３により検索結果画面
Ｇ１を全体的に手前側へ移動させるようになされている。
【００５７】
　その際、検索結果画面Ｇ１では、フォーカス位置に存在するＰＯＩカードＣＤも「棟方
版画美術館」→「逗子マリーナ」→「江ノ島（ヨットハーバー）」のように順次切り換わ
るので、その度にＰＯＩカードＣＤの表示位置を垂直上方へ移動させながら拡大表示する
ようになされている。
【００５８】
　このときＰＮＤ１のＣＰＵ２は、検索結果画面Ｇ１の現在フォーカスされているＰＯＩ
カードＣＤを未選択のＰＯＩカードＣＤへ切り換える度に、詳細情報画面の内容について
も変更して表示するようになされている。
【００５９】
　なお検索結果画面Ｇ１（図４、図７、図８、図９）は、リモコンＲＣの「行き先」ボタ
ンが押下操作されたことに応じた検索結果であることを示す「行き先」のテキストが表示
された表題部ＳＷ１が画面左側上部に表示されている。
【００６０】
　また検索結果画面Ｇ１は、現在フォーカスされているＰＯＩカードＣＤの大分類ジャン
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ルマークＢＪＡ６、当該大分類ジャンルマークＢＪＡ６が意味する「景勝地・観光名所」
及び、中分類ジャンルアイコンＭＪＡ１０が意味する「美術館・博物館」のテキストが表
示された見出情報表示部ＳＷ２が画面左側下部に表示されている。
【００６１】
　これにより検索結果画面Ｇ１（図４、図７）では、ＰＯＩカードＣＤの下方に見える大
分類ジャンルアイコンＢＪＡ６及び中分類ジャンルアイコンＭＪＡ１０だけでなく、見出
情報表示部ＳＷ２の文字によっても現在フォーカスされているＰＯＩカードＣＤに対する
大分類ジャンルや中分類ジャンルを提示し得るようになされている。
【００６２】
　また検索結果画面Ｇ１（図４、図７～図９）では、見出情報表示部ＳＷの右隣に、並替
えボタンＢ１、絞込みボタンＢ２及び戻るボタンＢ３が設けられている。
【００６３】
　従ってＰＮＤ１のＣＰＵ２は、何らかの条件が与えられた状態で並替えボタンＢ１が押
下操作されたとき、ＰＯＩカードＣＤを当該条件に従ってソートし直す。また、ＰＮＤ１
のＣＰＵ２は、何らかの条件が与えられた状態で絞込みボタンＢ２が押下操作されたとき
、ＰＯＩカードＣＤを更に絞り込んで表示し直す。さらにＰＮＤ１のＣＰＵ２は、戻るボ
タンＢ３が押下操作されたときには、一つ前の状態に画面を戻すようになされている。
【００６４】
　実際上、このような検索結果画面Ｇ１は、図１０に示すように、大分類ジャンル軸（Ｘ
軸）に沿って大分類ジャンル毎の大分類ジャンルアイコンＢＪＡ（この場合、大分類ジャ
ンルアイコンＢＪＡ３、ＢＪＡ２、ＢＪＡ６、ＢＪＡ５、ＢＪＡ４）だけが配置された大
分類ジャンルアイコン画像Ｇ１Ａ、図１１に示すように大分類ジャンル軸（Ｘ軸）及びＰ
ＯＩカード表示軸（Ｙ軸）の基本フレームに沿って複数のＰＯＩカードＣＤが配置された
３次元ＰＯＩカード表示画像Ｇ１Ｂ及び、図１２に示すように表題部ＳＷ１及び見出情報
表示部ＳＷ２が配置された表題画像Ｇ１Ｃが、図１３に示すように３層重ねられた状態で
構成されている。
【００６５】
　従って、ＰＮＤ１では、ユーザによるリモコンＲＣの上下矢印ボタン又は左右矢印ボタ
ンに対する押下操作が行われたとき、大分類ジャンルマーク画像Ｇ１Ａ及び表題画像Ｇ１
Ｃについては固定したまま、当該大分類ジャンルマーク画像Ｇ１Ａの上で、３次元ＰＯＩ
カード表示画像Ｇ１Ｂだけを移動表示することにより検索結果画面Ｇ１として表示すべき
表示範囲をシフトさせるようになされている。
【００６６】
　このときＰＮＤ１のＣＰＵ２は、３次元ＰＯＩカード表示画像Ｇ１Ｂを移動させたとき
でも、大分類ジャンルマーク画像Ｇ１Ａを固定しているため、現在フォーカスされている
ＰＯＩカードＣＤと対応した位置に存在する大分類ジャンルアイコンＢＪＡ６をユーザに
常時視認させることができ、かくして当該大分類ジャンルアイコンＢＪＡ６をユーザが見
失ってしまうことを予め回避するようになされている。
【００６７】
　なお図１４に示すように、ＰＮＤ１のＣＰＵ２は、検索結果画面Ｇ１の表示角度を任意
に変更できるようになされており、その際に大分類ジャンル軸（Ｘ軸）、ＰＯＩカード表
示軸（Ｙ軸）に加えて、ＰＯＩカードＣＤを垂直上方へ移動させる際の移動軸をＺ軸と設
定する。
【００６８】
　ＰＮＤ１のＣＰＵ２は、図１５に示すように、例えばリモコンＲＣによる右方向へのド
ラッグ操作がユーザによって行われた場合、あたかも視点ＳＳがＸ軸に沿った矢印Ａ方向
へ移動したかのように検索結果画面Ｇ１の３次元ＰＯＩカード表示画像Ｇ１Ｂを全体的に
シフトして表示する。
【００６９】
　これによりＰＮＤ１のＣＰＵ２は、図４に示したような表示角度の検索結果画面Ｇ１を
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ＬＣＤ９に提示し得るようになされている。
【００７０】
　一方、ＰＮＤ１のＣＰＵ２は、リモコンＲＣによる左方向へのドラッグ操作がユーザに
よって行われた場合、あたかも視点ＳＳがＸ軸に沿った矢印Ｂ方向へ移動したかのように
検索結果画面Ｇ１の３次元ＰＯＩカード表示画像Ｇ１Ｂを全体的にシフトして表示する。
【００７１】
　これによりＰＮＤ１のＣＰＵ２は、図４に示したのとは逆の表示角度でなる検索結果画
面Ｇ１（図示せず）をＬＣＤ９に提示し得るようになされている。
【００７２】
　またＰＮＤ１のＣＰＵ２は、リモコンＲＣによる上方向へのドラッグ操作がユーザによ
って行われた場合、あたかも視点ＳＳがＹ軸に沿った矢印Ｃ方向へ移動したかのように検
索結果画面Ｇ１の３次元ＰＯＩカード表示画像Ｇ１Ｂを全体的にシフトして表示するよう
になされている。
【００７３】
　同様にＰＮＤ１のＣＰＵ２は、リモコンＲＣによる下方向へのドラッグ操作がユーザに
よって行われた場合、あたかも視点ＳＳがＹ軸に沿った矢印Ｄ方向へ移動したかのように
検索結果画面Ｇ１の３次元ＰＯＩカード表示画像Ｇ１Ｂを全体的にシフトして表示するよ
うになされている。
【００７４】
　これによりＰＮＤ１のＣＰＵ２は、その表示角度によりＰＯＩカード表示軸（Ｙ軸）に
沿って並べられた複数のＰＯＩカードＣＤの重なり具合を調整した結果の検索結果画面Ｇ
１（図示せず）をＬＣＤ９に提示し得るようになされている。
【００７５】
　すなわちＰＮＤ１のＣＰＵ２は、リモコンＲＣによる上方向へのドラッグ操作に応じて
、あたかも視点ＳＳがＹ軸に沿った矢印Ｃ方向へ移動したかのように検索結果画面Ｇ１の
３次元ＰＯＩカード表示部画像Ｇ１Ｂを全体的にシフトして表示したとき、ユーザにとっ
ては複数のＰＯＩカードＣＤの重なり具合が少なくなって見えるものの、ＰＯＩタイトル
等が読み難くなる。
【００７６】
　逆にＰＮＤ１のＣＰＵ２は、リモコンＲＣによる下方向へのドラッグ操作に応じて、あ
たかも視点ＳＳがＹ軸に沿った矢印Ｄ方向へ移動したかのように３次元ＰＯＩカード表示
画像Ｇ１Ｂを全体的にシフトして表示したとき、ユーザにとっては複数のＰＯＩカードＣ
Ｄの重なり具合が多くなって一度に表示可能な情報量を増加させるものの、後ろ側のＰＯ
ＩカードＣＤほどそのＰＯＩタイトル等が読み難くなる。
【００７７】
　すなわちＰＮＤ１のＣＰＵ２は、リモコンＲＣによる左右方向へのドラッグ操作や上下
方向へのドラッグ操作に応じて視点ＳＳを動かした種々の表示角度でなる検索結果画面Ｇ
１をＬＣＤ９に提示し得るようにしたことにより、それぞれのユーザにとって最も見やす
い表示形態の検索結果画面Ｇ１を提供し得るようになされている。
【００７８】
　因みにＰＮＤ１のＣＰＵ２では、リモコンＲＣによる上方向へのドラッグ操作に応じて
、視点ＳＳがＹ軸に沿った矢印Ｄ方向へ移動したかのように検索結果画面Ｇ１の３次元Ｐ
ＯＩカード表示画像Ｇ１Ｂを全体的にシフトして表示するようにしても良く、ユーザの好
みや設計の自由によって任意に変更することが出来るようになされている。
【００７９】
　同じく、ＰＮＤ１のＣＰＵ２は、リモコンＲＣによる下方向へのドラッグ操作に応じて
、視点ＳＳがＹ軸に沿った矢印Ｃ方向へ移動したかのように３次元ＰＯＩカード表示画像
Ｇ１Ｂを全体的にシフトして表示するようにしても良く、ユーザの好みや設計の自由によ
って任意に変更することが出来るようになされている。
【００８０】
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　最後に、検索結果画面ガイドＧ１では、図１６に示すように、例えば「棟方版画美術館
」のＰＯＩタイトルを持つＰＯＩカードＣＤが現在フォーカスされている状態で、リモコ
ンＲＣの目的地ボタン（図示せず）が押下操作されたことを認識すると、そのＰＯＩカー
ドＣＤに対して一部重ねた状態でサブメニュー画面ＳＭＮを表示するようになされている
。
【００８１】
　サブメニュー画面ＳＭＮでは、「ここへ行く」ボタンＦ１及び「地図表示」ボタンＦ２
が設けられている。従ってＰＮＤ１のＣＰＵ２は、「ここへ行く」ボタンＦ１が押下操作
されて「ＯＮ」状態が選択された場合、そのＰＯＩカードＣＤを目的地として設定するよ
うになされている。
【００８２】
　従って、この場合ＰＮＤ１のＣＰＵ２は、現在位置から目的地までのルートを探索し、
その探索ルートをＬＣＤ９に表示するようになされている。
【００８３】
　またＰＮＤ１のＣＰＵ２は、「地図表示」ボタンＦ２が押下操作されて「ＯＮ」状態が
選択された場合、現在フォーカスされているＰＯＩカードＣＤと対応したＰＯＩの地点を
中心とした所定倍率の地図画像をハードディスクドライブ５から読み出してＬＣＤ９に表
示することにより、目的地周辺をユーザに対して目視確認させるようになされている。
【００８４】
（４）検索結果画面作成理手順
　次に、ＰＮＤ１のＣＰＵ２が、アプリケーションプログラムである検索結果画面作成プ
ログラムに従って上述した検索結果画面Ｇ１を作成するまでの検索結果画面作成処理手順
について、図１７のフローチャートを用いて説明する。
【００８５】
　実際上、ＰＮＤ１のＣＰＵ２は、ルーチンＲＴ１の開始ステップから入って次のステッ
プＳＰ１へ移り、リモコンＲＣの「行き先」ボタンが押下操作されたことに応じて送信さ
れる目的地検索命令Ｓ３に従い、指定地点（例えば現在位置）における最寄りのＰＯＩを
検索し、次のステップＳＰ２へ移る。
【００８６】
　ステップＳＰ２においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、デフォルト設定された検索結果画面Ｇ
１の表示角度を認識し、次のステップＳＰ３へ移る。
【００８７】
　ステップＳＰ３においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、検索結果画面Ｇ１の表示角度に合わせ
た形状でなる大分類ジャンルアイコンＢＪＡ１～ＢＪＡ９をそれぞれ生成した後、ＧＰＵ
３によって大分類ジャンルアイコンＢＪＡ１～ＢＪＡ９が配置された大分類ジャンルアイ
コン画像Ｇ１Ａ（図１０）を描画させ、次のステップＳＰ４へ移る。
【００８８】
　ステップＳＰ４においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、ステップＳＰ１で検索したＰＯＩを大
分類ジャンルに従って分類し、次のステップＳＰ５へ移る。ステップＳＰ５においてＰＮ
Ｄ１のＣＰＵ２は、大分類ジャンルに従って分類した後のＰＯＩを、指定地点（現在位置
）からの距離で近い順に並び替え、次のステップＳＰ６へ移る。
【００８９】
　ステップＳＰ６においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、検索結果画面Ｇ１の表示角度に合わせ
た形状でなるＰＯＩカードＣＤを生成し、次のステップＳＰ７へ移る。ステップＳＰ７に
おいてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、ステップＳＰ６で生成した全てのＰＯＩカードＣＤの基本
フレーム（大分類ジャンル軸（Ｘ軸）×ＰＯＩカード表示軸（Ｙ軸））に対する表示位置
を計算し、次のステップＳＰ８へ移る。
【００９０】
　ステップＳＰ８においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、ステップＳＰ７で計算した表示位置に
従い、ＧＰＵ３により基本フレームに対して全てのＰＯＩカードＣＤを描画させることに
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より３次元ＰＯＩカード表示画像Ｇ１Ｂ（図１１）を生成し、次のステップＳＰ９へ移る
。
【００９１】
　ステップＳＰ９においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、検索結果画面Ｇ１における表題部ＳＷ
１及び見出情報表示部ＳＷ２が配置された表題画像Ｇ１Ｃ（図１２）をＧＰＵ３により描
画させ、次のステップＳＰ１０へ移る。
【００９２】
　ステップＳＰ１０においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、ステップＳＰ３で生成した大分類ジ
ャンルアイコン画像Ｇ１Ａ、ステップＳＰ８で生成した３次元ＰＯＩカード表示画像Ｇ１
Ｂ及びステップＳＰ９で生成した表題画像Ｇ１Ｃを重ね合わせることにより検索結果画面
Ｇ１（図１３）を生成し、次のステップＳＰ１１へ移る。
【００９３】
　ステップＳＰ１１においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、検索結果画面Ｇ１で現在フォーカス
されているＰＯＩカードＣＤを他よりも上方へ飛び出した位置に移動して拡大表示すると
共に、当該ＰＯＩカードＣＤに対する輝度レベルを増減調整した状態で強調表示すること
により、現在選択されているＰＯＩカードＣＤがどれであるかを一目で分かるように提示
した後、次のステップＳＰ１２へ移って処理を終了する。
【００９４】
（５）アニメーション処理手順
　続いて、ＰＮＤ１のＣＰＵ２が、アプリケーションプログラムであるアニメーション処
理プログラムに従って、上述した検索結果画面Ｇ１の表示角度をＸ軸方向への視点変更に
伴って動かす際のアニメーション処理手順と、検索結果画面Ｇ１の表示角度をＹ軸方向へ
の視点変更に伴って動かす際のアニメーション処理手順とをそれぞれ説明する。
【００９５】
（５－１）Ｘ軸方向への視点変更に伴うアニメーション処理手順
　図１８に示すように、ＰＮＤ１のＣＰＵ２は、ルーチンＲＴ２の開始ステップから入っ
て次のステップＳＰ２１へ移り、検索結果画面Ｇ１をＬＣＤ９に表示しているとき、リモ
コンＲＣによる左右方向へのドラッグ操作を認識すると、次のステップＳＰ２２へ移る。
【００９６】
　ステップＳＰ２２においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、大分類ジャンルアイコン画像Ｇ１Ａ
における全ての大分類ジャンルアイコンＢＪＡ１～ＢＪＡ９と、３次元ＰＯＩカード表示
画像Ｇ１Ｂにおける全てのＰＯＩカードＣＤ及び区切枠ＫＷとが全て一体のまま、Ｘ軸に
沿って視点ＳＳが移動されたときに見えるであろう表示角度の検索結果画面Ｇ１をＬＣＤ
９へ提示するためのアニメーション設定を行い、次のステップＳＰ２３へ移る。
【００９７】
　ステップＳＰ２３においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、ステップＳＰ２２で行ったアニメー
ション設定に従い、Ｘ軸に沿って視点ＳＳが移動するかのような表示角度に検索結果画面
Ｇ１を次第に変更していくアニメーション表示を開始し、次のステップＳＰ２４へ移る。
【００９８】
　ステップＳＰ２４においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、ステップＳＰ２３で開始したアニメ
ーション表示が現在も行われているか否かを判定し、肯定結果が得られると次のステップ
ＳＰ２５へ移る。
【００９９】
　ステップＳＰ２５においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、検索結果画面Ｇ１の表示角度を変更
すべきアニメーション設定に従って、全ての大分類ジャンルアイコンＢＪＡ１～ＢＪＡ９
の表示位置及びその形状を再計算して大分類ジャンルアイコン画像Ｇ１Ａを描画し直し、
次のステップＳＰ２６へ移る。
【０１００】
　ステップＳＰ２６においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、アニメーション設定に従って、区切
枠ＫＷ、全てのＰＯＩカードＣＤの表示位置及びその形状を再計算して３次元ＰＯＩカー
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ド表示画像Ｇ１Ｂを描画し直し、再度ステップＳＰ２４へ戻る。
【０１０１】
　これによりＰＮＤ１のＣＰＵ２は、検索結果画面Ｇ１の表示角度を変更すべきアニメー
ション設定に従い、検索結果画面Ｇ１を構成している大分類ジャンルアイコン画像Ｇ１Ａ
及び３次元ＰＯＩカード表示画像Ｇ１Ｂを描画し直すことにより、Ｘ軸に沿って視点ＳＳ
が移動するかのような表示角度に検索結果画面Ｇ１を変更するアニメーション表示を行う
ことができる。
【０１０２】
　ステップＳＰ２４においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、アニメーション設定に従ったアニメ
ーション表示が終了するまで当該ステップＳＰ２４～ステップＳＰ２６までの処理を繰り
返し、アニメーション表示が終了したとき否定結果を得、次のステップＳＰ２７へ移って
処理を終了する。
【０１０３】
（５－２）Ｙ軸方向への視点変更に伴うアニメーション処理手順
　図１９に示すように、ＰＮＤ１のＣＰＵ２は、ルーチンＲＴ３の開始ステップから入っ
て次のステップＳＰ３１へ移り、検索結果画面Ｇ１をＬＣＤ９に表示しているとき、リモ
コンＲＣによる上下方向へのドラッグ操作を認識すると、次のステップＳＰ３２へ移る。
【０１０４】
　ステップＳＰ３２においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、大分類ジャンルアイコン画像Ｇ１Ａ
における全ての大分類ジャンルアイコンＢＪＡ１～ＢＪＡ９と、３次元ＰＯＩカード表示
画像Ｇ１Ｂにおける全てのＰＯＩカードＣＤ及び区切枠ＫＷとが全て一体のまま、Ｙ軸に
沿って視点ＳＳが移動されたときに見えるであろう表示角度の検索結果画面Ｇ１をＬＣＤ
９へ提示するためのアニメーション設定を行い、次のステップＳＰ３３へ移る。
【０１０５】
　ステップＳＰ３３においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、ステップＳＰ３２で行ったアニメー
ション設定に従い、Ｙ軸に沿って視点ＳＳが移動するかのような表示角度に検索結果画面
Ｇ１を次第に変更していくアニメーション表示を開始し、次のステップＳＰ３４へ移る。
【０１０６】
　ステップＳＰ３４においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、ステップＳＰ３３で開始したアニメ
ーション表示が現在も行われているか否かを判定し、肯定結果が得られると次のステップ
ＳＰ３５へ移る。
【０１０７】
　ステップＳＰ３５においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、アニメーション設定に従って、区切
枠ＫＷ、全てのＰＯＩカードＣＤの表示位置及びその形状を再計算して３次元ＰＯＩカー
ド表示画像Ｇ１Ｂを描画し直し、再度ステップＳＰ３４へ戻る。
【０１０８】
　これによりＰＮＤ１のＣＰＵ２は、検索結果画面Ｇ１の表示角度を変更すべきアニメー
ション設定に従い、検索結果画面Ｇ１を構成している３次元ＰＯＩカード表示画像Ｇ１Ｂ
を描画し直すことにより、Ｙ軸に沿って視点ＳＳが移動するかのような表示角度に検索結
果画面Ｇ１を変更するアニメーション表示を行うことができる。
【０１０９】
　ここでＰＮＤ１のＣＰＵ２は、Ｙ軸に沿って視点ＳＳが移動するかのような表示角度に
検索結果画面Ｇ１を変更するアニメーション設定であるため、当初から大分類ジャンルア
イコン画像Ｇ１Ａに対して２次元的に配置されている大分類ジャンルアイコンＢＪＡ１～
ＢＪＡ９に対する表示位置及びその形状を再計算する必要は無く、すなわち大分類ジャン
ルアイコン画像Ｇ１Ａを再描画する必要はない。
【０１１０】
　これによりＰＮＤ１のＣＰＵ２は、検索結果画面Ｇ１の表示角度を変更すべきアニメー
ション設定に従って検索結果画面Ｇ１を構成している３次元ＰＯＩカード表示画像Ｇ１Ｂ
だけを描画し直すことにより、Ｙ軸に沿って視点ＳＳが移動するかのような表示角度に検
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索結果画面Ｇ１を変更するアニメーション表示を行うことができる。
【０１１１】
　ステップＳＰ３４においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、アニメーション設定に従ったアニメ
ーション表示が終了するまで当該ステップＳＰ３４及びステップＳＰ３５の処理を繰り返
し、アニメーション表示が終了したとき否定結果を得、次のステップＳＰ３６へ移って処
理を終了する。
【０１１２】
（６）ＰＯＩカード選択時のアニメーション処理手順
　最後に、ＰＮＤ１のＣＰＵ２が、アプリケーションプログラムであるアニメーション処
理プログラムに従って、上述した検索結果画面Ｇ１のＰＯＩカードＣＤがフォーカスされ
たとき、他よりも上方へ飛び出した高さ位置に移動して拡大表示すると共に、当該ＰＯＩ
カードＣＤに対する輝度レベルを増減調整した状態で強調表示する一連のアニメーション
処理手順を、図２０のフローチャートにより説明する。
【０１１３】
　ＰＮＤ１のＣＰＵ２は、ルーチンＲＴ４の開始ステップから入って次のステップＳＰ４
１へ移り、最初に全ての大分類ジャンルについてアニメーション処理の検証が終了したか
否かを判定し、否定結果が得られると次のステップＳＰ４２へ移る。
【０１１４】
　ステップＳＰ４２においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、まだ全ての大分類ジャンルについて
アニメーション処理の検証が終了していないので次の大分類ジャンルへ切り換え、次のス
テップＳＰ４３へ移る。
【０１１５】
　ステップＳＰ４３においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、その大分類ジャンルに対応したＰＯ
ＩカードＣＤの大分類ジャンル軸方向（すなわちＸ軸方向）における描画位置をそれぞれ
求め、次のステップＳＰ４４へ移る。
【０１１６】
　ステップＳＰ４４においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、その大分類ジャンルにおける全ての
ＰＯＩカードＣＤについてアニメーション処理の検証が終了したか否かを判定し、否定結
果が得られると次のステップＳＰ４５へ移る。
【０１１７】
　ステップＳＰ４５においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、その大分類ジャンルにおける全ての
ＰＯＩカードＣＤについてアニメーション処理の検証が終了していないため、次のＰＯＩ
カードＣＤへ切り換え、次のステップＳＰ４６へ移る。
【０１１８】
　ステップＳＰ４６においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、その大分類ジャンルにおけるＰＯＩ
カードＣＤのＰＯＩカード表示軸方向（すなわちＹ軸方向）における描画位置を求め、次
のステップＳＰ４７へ移る。
【０１１９】
　ステップＳＰ４７においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、ステップＳＰ４３で求めた大分類ジ
ャンル軸方向（Ｘ軸方向）の描画位置及びステップＳＰ４６で求めたＰＯＩカード表示軸
方向（Ｙ軸方向）の描画位置に対応した複数のＰＯＩカードＣＤのうち、任意の位置にあ
る当該ＰＯＩカードＣＤが現在フォーカスされているか否かを判定する。
【０１２０】
　この場合ＰＮＤ１のＣＰＵ２は、当該ＰＯＩカードＣＤの描画位置がほぼ中央のフォー
カス位置に該当すれば、現在フォーカスされていると判定し、該当しなければ現在フォー
カスされていないと判定するようになされている。
【０１２１】
　ここで肯定結果が得られると、このことは当該ＰＯＩカードＣＤがフォーカスされてお
り、すなわちアニメーション処理の対象であることを表しており、このときＰＮＤ１のＣ
ＰＵ２は、次のステップＳＰ４８へ移る。
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【０１２２】
　ステップＳＰ４８においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、フォーカスされているＰＯＩカード
ＣＤの下方にある例えば大分類ジャンルアイコンＢＪＡ６（図４）がユーザにとって目視
確認できるように、当該ＰＯＩカードＣＤのＰＯＩカード表示軸方向（Ｙ軸方向）におけ
る描画位置を奥側又は手前側へ微調整し、次のステップＳＰ４９へ移る。
【０１２３】
　ステップＳＰ４９においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、当該ＰＯＩカードＣＤに対する区切
枠ＫＷを他よりも伸ばすことにより、当該ＰＯＩカードＣＤの下方に見える大分類ジャン
ルアイコンＢＪＡ６の視認性を更に向上させ、次のステップＳＰ５０へ移る。
【０１２４】
　ステップＳＰ５０においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、当該ＰＯＩカードＣＤが他よりも高
い垂直上方へ飛び出すかのように表示すべく、当該ＰＯＩカードＣＤにおけるＺ軸方向の
描画位置を求め、次のステップＳＰ５１へ移る。
【０１２５】
　ステップＳＰ５１においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、ステップＳＰ５１で求めたＺ軸方向
の描画位置に当該ＰＯＩカードＣＤを移動すると共に所定倍率で拡大表示し、次のステッ
プＳＰ４３へ戻る。
【０１２６】
　この場合、ＰＮＤ１のＣＰＵ２は、Ｚ軸方向の描画位置に当該ＰＯＩカードＣＤを移動
することにより当該ＰＯＩカードＣＤを他よりも上方に飛び出させると共に拡大表示し、
当該ＰＯＩカードＣＤに対する輝度レベルを交互に増減調整した状態で強調表示するとい
ったアニメーション処理を行うことにより、当該ＰＯＩカードＣＤが現在選択されている
ことをユーザに対して直感的に認識させ得るようになされている。
【０１２７】
　これに対してステップＳＰ４７で否定結果が得られると、このことは当該ＰＯＩカード
ＣＤが現在フォーカスされているものではない、すなわちアニメーション処理の対象では
ないことを表しており、このときＰＮＤ１のＣＰＵ２は、次のステップＳＰ５２へ移る。
【０１２８】
　ステップＳＰ５２においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、当該ＰＯＩカードＣＤが現在フォー
カスされておらず、当該ＰＯＩカードＣＤを他よりも上方へ飛び出した位置に移動して拡
大表示する必要がないため、現在のＺ軸方向における描画位置を変更することなくそのま
ま用い、ステップＳＰ５１へ戻って、そのままの描画位置でＰＯＩカードＣＤを表示した
後、ステップＳＰ４４へ戻る。
【０１２９】
　ステップＳＰ４４においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、その大分類ジャンルによる全てのＰ
ＯＩカードＣＤについてアニメーション処理の検証が終了したか否かを再度判定し、肯定
結果が得られるとステップＳＰ４１へ戻る。
【０１３０】
　ステップＳＰ４１においてＰＮＤ１のＣＰＵ２は、ステップＳＰ４４以降のＰＯＩカー
ドＣＤに対するアニメーション処理の検証を、全ての大分類ジャンルについて終了したか
否かを判定し、否定結果が得られると次のステップＳＰ４２以降の処理を再度繰り返すの
に対し、肯定結果が得られると、ステップＳＰ５３へ移って処理を終了する。
【０１３１】
（７）動作及び効果
　以上の構成において、ＰＮＤ１のＣＰＵ２は、大分類ジャンル軸（Ｘ軸）及びＰＯＩカ
ード表示軸（Ｙ軸）に基づいて２次元的に構成された基本フレームに沿って、ＰＯＩ検索
結果のＰＯＩタイトルを記載した複数のＰＯＩカードＣＤが所定の間隔を持たせたドミノ
状に立体配置されたかのように見える検索結果画面Ｇ１を生成し、これを所定の表示角度
でＬＣＤ９に表示する。
【０１３２】
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　従ってＰＮＤ１では、この検索結果画面Ｇ１のドミノ状に立体配置されたかのように見
える複数のＰＯＩカードＣＤを一度に多数提示することが出来るので、２次元的な従来の
検索結果画面ＬＧ（図１）に比べて一度に表示できる情報量を格段に増大させることがで
きる。
【０１３３】
　またＰＮＤ１は、現在フォーカスされているＰＯＩカードＣＤについては、他よりも上
方へ飛び出した位置に移動して所定倍率で拡大表示すると共に強調表示するようにしたこ
とにより、多数存在するＰＯＩカードＣＤの中で、現在どのＰＯＩカードＣＤが選択され
ているかをユーザに対して直感的に認識させることができる。
【０１３４】
　なおＰＮＤ１は、現在フォーカスされているＰＯＩカードＣＤを他よりも上方へ飛び出
した位置に移動して拡大表示し、その下方に見える大分類ジャンルアイコンＢＪＡ６（図
４）に対する視認性を向上させることにより、そのＰＯＩカードＣＤの大分類ジャンルに
ついても大分類ジャンルアイコンＢＪＡ６を介して同時にかつ直感的に認識させることが
できる。
【０１３５】
　因みに、ＰＮＤ１は、現在フォーカスされているＰＯＩカードＣＤの区切枠ＫＷを最も
長く引き伸ばした状態で表示するようにしたことにより、区切枠ＫＷのサイズによって現
在選択されているＰＯＩカードＣＤを認識させ易くすると共に、大分類ジャンルアイコン
ＢＪＡ６の視認性を一段と向上させることができる。
【０１３６】
　またＰＮＤ１は、検索結果画面Ｇ１を大分類ジャンルアイコン画像Ｇ１Ａ、３次元ＰＯ
Ｉカード表示画像Ｇ１Ｂ及び表題画像Ｇ１Ｃを重ねた３層構造とした。
【０１３７】
　これによりＰＮＤ１は、視点ＳＳを移動させることに伴うアニメーション表示や、現在
フォーカスされているＰＯＩカードＣＤに対するアニメーション表示を行う際に、特に動
かす必要のない表題画像Ｇ１Ｃについては表示変更が不要で、ＣＰＵ２及びＧＰＵ３に対
する処理負荷を軽減することができる。
【０１３８】
　以上の構成によれば、ＰＮＤ１では、大分類ジャンル軸（Ｘ軸）及びＰＯＩカード表示
軸（Ｙ軸）に基づいて２次元的に構成された基本フレームに対して、複数のＰＯＩカード
ＣＤが所定の間隔を持たせたドミノ状に立体配置されたかのように見える検索結果画面Ｇ
１を生成し、これを所定の表示角度でＬＣＤ９に提示することにより、ユーザに対して直
感的に理解し易くさせ、かつ、当該検索結果画面Ｇ１を介して操作性の高い検索結果を表
示することができる。
【０１３９】
（８）他の実施の形態
　なお上述の実施の形態においては、基本フレームを構成する検索項目軸として大分類ジ
ャンル軸（Ｘ軸）を用いるようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、大
分類ジャンルよりも一階層下位に位置する中分類ジャンル軸を用いるようにしても良い。
【０１４０】
　この場合、中分類ジャンルに従って検索された検索結果として得られるＰＯＩカードＣ
Ｄには、小分類ジャンルがジャンルアイコンＪＡとして付加され、検索項目マークとして
大分類ジャンルアイコンＢＪＡ１～ＢＪＡ９が配置された大分類ジャンルアイコン画像Ｇ
１Ａの代わりに、中分類ジャンルアイコンＭＪＡ１～ＭＪＡ１７が配置された中分類ジャ
ンルアイコン画像が用いられることになる。
【０１４１】
　また上述の実施の形態においては、検索結果表示軸としてＰＯＩカード表示軸（Ｙ軸）
を用いるようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、電話帳に用いられる
ユーザの名前が記載された名前カードが順に示された名前カード表示軸（Ｙ軸）を用いる
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ようにしてもよい。
【０１４２】
　この場合、検索結果として得られる名前カードについては、あいうえお等の平仮名や、
ＡＢＣ等のアルファベットに基づいて名前カードを区分けするような名前カード検索軸（
Ｘ軸）を用いて、あいうえお順やアルファベット順に並べるようにすればよい。
【０１４３】
　さらに上述の実施の形態においては、現在フォーカスされているＰＯＩカードＣＤに対
する輝度レベルを増減調整した状態で強調表示するようにした場合について述べたが、本
発明はこれに限らず、ＰＯＩカードＣＤの枠を太く、かつ当該ＰＯＩカードＣＤとは異な
る所定色で表示したり、ＰＯＩカードＣＤに対する強調表示に加えて当該ＰＯＩカードＣ
Ｄの枠を所定色で表示するようにしても良い。
【０１４４】
　さらに上述の実施の形態においては、リモコンＲＣの左右方向へのドラッグ操作や上下
方向へのドラッグ操作に応じて視点ＳＳを動かしたことに対応した表示角度の検索結果画
面Ｇ１をＬＣＤ９に提示するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、
デフォルトで２通り又は数通りの表示角度の検索結果画面Ｇ１を設定しておき、何れかを
ユーザに選ばせるようにしても良い。
【０１４５】
　さらに上述の実施の形態においては、予めインストールされたアプリケーションプログ
ラムである検索結果画面作成プログラムに従い、ルーチンＲＴ１における検索結果画面作
成処理手順や、予めインストールされたアプリケーションプログラムであるアニメーショ
ン処理プログラムに従い、ルーチンＲＴ２～ルーチンＲＴ４におけるアニメーション処理
手順を実行するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、所定の記録媒
体からインストールした検索結果画面作成プログラム、アニメーション処理プログラムや
、インターネットからダウンロードした検索結果画面作成プログラム、アニメーション処
理プログラム、その他種々のルートによってインストールした検索結果画面作成プログラ
ム、アニメーション処理プログラムに従って上述した検索結果画面作成処理手順や、アニ
メーション処理手順を実行するようにしても良い。
【０１４６】
　さらに上述の実施の形態においては、大分類ジャンルアイコン画像Ｇ１Ａ、３次元ＰＯ
Ｉカード表示画像Ｇ１Ｂ及び表題画像Ｇ１Ｃを重ね合わせることにより検索結果画面Ｇ１
を作成するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、３次元ＰＯＩカー
ド表示画像Ｇ１Ｂだけで検索結果画面Ｇ１を作成したり、大分類ジャンルアイコン画像Ｇ
１Ａに３次元ＰＯＩカード表示画像Ｇ１Ｂだけを重ね合わせることにより検索結果画面Ｇ
１を作成したり、或いは３次元ＰＯＩカード表示画像Ｇ１Ｂに表題画像Ｇ１Ｃだけを重ね
合わせることにより検索結果画面Ｇ１を作成するようにしても良い。
【０１４７】
　さらに上述の実施の形態においては、ナビゲーション装置としてのＰＮＤ１を、基本フ
レーム生成部及び３次元検索結果一覧表画像生成部としてのＣＰＵ２、ＧＰＵ３、制御部
としてのＣＰＵ２によって構成するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限
らず、その他種々の回路構成でなる基本フレーム生成部、３次元検索結果一覧表画像生成
部及び制御部によってナビゲーション装置を構成するようにしても良い。
【産業上の利用可能性】
【０１４８】
　本発明のナビゲーション装置、検索結果表示方法及びグラフィカルユーザインタフェー
スは、例えばＰＮＤ以外にも、カーナビゲーション装置、ナビゲーション機能を搭載した
パーソナルコンピュータ、ＰＤＡ(Personal Digital Assistant)、ゲーム機及び携帯電話
機等のその他種々の電子機器に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１４９】
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【図１】従来の検索結果画面の構成を示す略線図である。
【図２】本発明の一実施の形態におけるＰＮＤの全体外観構成を示す略線的斜視図である
。
【図３】ＰＮＤの回路構成を示す略線的ブロック図である。
【図４】本発明の一実施の形態における検索結果画面の構成（１）を示す略線的斜視図で
ある。
【図５】大分類ジャンルアイコンを示す略線図である。
【図６】中分類ジャンルアイコンを示す略線図である。
【図７】本発明の一実施の形態における検索結果画面（２）の構成を示す略線的斜視図で
ある。
【図８】本発明の一実施の形態における検索結果画面（３）の構成を示す略線的斜視図で
ある。
【図９】本発明の一実施の形態における検索結果画面（４）の構成を示す略線的斜視図で
ある。
【図１０】大分類ジャンルアイコンの配置された大分類ジャンルアイコン画像を示す略線
的斜視図である。
【図１１】ＰＯＩカードが配置された３次元ＰＯＩカード表示画像を示す略線的斜視図で
ある。
【図１２】表題部及び見出情報表示部が配置された表題画像を示す略線的斜視図である。
【図１３】３層構造の検索結果画面を示す略線的斜視図である。
【図１４】検索結果画面の表示角度の説明に供する略線図である。
【図１５】検索結果画面に対する表示角度の変更の説明に供する略線図である。
【図１６】検索結果画面を用いた目的地設定動作の説明に供する略線図である。
【図１７】検索結果画面作成処理手順を示すフローチャートである。
【図１８】Ｘ軸方向の視点移動に伴うアニメーション処理手順を示すフローチャートであ
る。
【図１９】Ｙ軸方向の視点移動に伴うアニメーション処理手順を示すフローチャートであ
る。
【図２０】ＰＯＩカード選択時のアニメーション処理手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１５０】
　１……ＰＮＤ、２……ＣＰＵ、３……ＧＰＵ、４……ＧＰＳモジュール、５……ハード
ディスクドライブ、６……ＲＡＭ、７……マルチプレクサ、８……バス、９……ＬＣＤ、
１０……赤外線インタフェース、ＲＣ……リモコン、Ｇ１……検索結果画面、Ｇ１Ａ……
大分類ジャンルアイコン画像、Ｇ１Ｂ……３次元ＰＯＩカード表示画像、Ｇ１Ｃ……表題
画像、ＣＤ……ＰＯＩカード、ＫＷ……区切枠、ＢＪＡ……大分類ジャンルアイコン、Ｍ
ＪＡ……中分類ジャンルアイコン、ＳＷ１……表題部、ＳＷ２……見出情報表示部。
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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